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（議事日程） 

日程第１  報告事項   区立学校におけるいじめの発生について 

日程第２  議案第４５号 目黒区立向原小学校等複合施設基本構想の策定に

ついて 

日程第３  報告事項   令和５年度組織改正（第一次）及び職員数内内示

について 

日程第４  報告事項   令和５年度隣接中学校希望入学制度申込結果につ

いて 

日程第５  報告事項   令和４年度小・中学校卒業式祝辞について 

日程第６  報告事項   区立学校等における新型コロナウイルス感染者の

発生状況について 

 資料配布 

・令和５年２月行事予定表 
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（午前９時３０分開会） 

 

○教育長       令和４年第４３回目黒区教育委員会定例会を開会します。本

日の欠席委員、欠席職員はいません。署名委員は、片山委員で

す。 

        それでは、日程第１を議題とします。 

        この案件は個人情報に係る案件ですので、目黒区教育委員会

会議規則第１１条第１項ただし書きの規定に基づき、会議を非

公開にすることについて発議します。それでは、同条第２項の

規定に基づき、討論を行うことなしに、直ちに可否を諮ります。 

       非公開とすることに賛成の委員の挙手を願います。 

 

（全員挙手） 

 

○教育長    それでは、日程第１については、非公開により審議すること

とします。 

 

（午前９時１分から午前９時５６分まで 非公開会議） 

 

○教育長    ここから会議を公開とします。 

次に日程第２を議題とします。 

 

（日程第２   議案第４５号 目黒区立向原小学校等複合施設基本構想の策

定について） 

        

○学校施設計画課長 （資料により説明） 

○教育長    この件についてご質問等はありますか。 

        特にないようですので採決を行います。 

        本案に賛成の委員は挙手を願います。 

 

（全員挙手） 

 

○教育長    全員賛成ですので、議案第４５号は原案どおり可決します。 

        次に日程第３を議題とします。 

 

（日程第３   令和５年度組織改正（第一次）及び職員数内内示について（報
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告事項）） 

        

○教育政策課長 （資料により説明） 

○教育長    この件についてご質問等はありますか。 

        特にないようですのでこの報告を受けました。 

        次に日程第４を議題とします。 

 

（日程第４   令和５年度隣接中学校希望入学制度申込結果について（報告

事項）） 

        

○学校運営課長 （資料により説明） 

○教育長    この件についてご質問等はありますか。 

        特にないようですのでこの報告を受けました。 

        次に日程第５を議題とします。 

 

（日程第５   令和４年度小・中学校卒業式祝辞について（報告事項）） 

        

○統括指導主事 （資料により説明） 

○教育長    統括指導主事から説明がありましたが、本日は小学校、中学

校の卒業式祝辞の主題と題材に関する協議の２回目です。前回、

委員の皆様からいただいたご意見を受けまして、それぞれ二つ

の題材に絞り込みを行いました。本日は、小学校、中学校それ

ぞれの題材を一つに決定したいと思います。 

        それでは、前回と同様に委員の方からご質問を含め、ご意見

等を順番にいただきたいと思います。 

○委員     小学校は鉄道開業１５０周年、中学校は脱炭素社会の題材が

よいと思っていましたが、本日の資料を見てサッカーワールド

カップもよいと思い、決めかねています。小学校、中学校で題

材を分けるのではなく、どちらもサッカーワールドカップでよ

いのではないかと迷っています。 

○委員     他の委員と同じ意見で、サッカーワールドカップの題材を小

学校、中学校共通で用いるのがよいと考えます。または、鉄道

１５０周年の題材を小学校で、脱炭素社会の題材を中学校とし

たらよいと思います。 

○委員     一つに絞らず、小学校はサッカーワールドカップと鉄道１５

０周年の題材を、中学校はサッカーワールドカップと脱炭素社



 - 5 - 

会の題材を用いるのはいかがでしょうか。それが難しいのであ

れば、小学校についてはまだ迷っているため意見を述べられま

せんが、中学校は脱炭素社会の題材がよいと思っています。脱

炭素社会の実現への取組は人類が抱える大きな課題ですので、

義務教育を終えて旅立つ子どもたちにこの課題を考えていただ

きたいです。 

○委員     説明を聞き、いずれも祝辞の題材として相応しいと思いまし

たが、卒業式はたくさんの方が話されるので、内容を盛り込む

よりは、分かりやすくて印象的なものがよいと思います。そう

いう意味では、サッカーワールドカップの題材が分かりやすい

ので、特に小学校についてはこの題材がよいと思いました。 

        中学校の題材は、鉄道１５０周年がよいと思いましたが、こ

れは小学校の題材となっていますので、中学校の題材もサッカ

ーワールドカップがよいと思います。 

        サッカーワールドカップの取扱い方も様々な形があると思い

ますが、分かりやすい形がよいと考えます。今回の大会では、

日本が所属するグループにドイツやスペインなどの強豪国がお

り、決勝進出が絶望視されていたところ、これらの強豪国に打

ち勝ち、決勝まで勝ち上がったシーンが国民にとって最も印象

的なところだったと思います。 

        一方、ＰＫ戦も印象的ではありましたが、結果としてそこで

敗れてしまったので、これをメインのテーマとして卒業のはな

むけとするのは若干相応しくないと考えます。 

        ですので、結論としては小学校、中学校ともにサッカーワー

ルドカップの題材を用いることに１票入れたいと思います。 

○教育長    ４人の委員にご意見をいただきましたが、さらに付け加えた

いご意見などありますか。 

        どの題材もよいものだと思いますが、卒業式では題材そのも

のについて話をするのではなく、その題材を一つの材料として、

子どもたちに将来に向かっての考え方を普遍的に、激励の気持

ちを込めて伝えるものだと考えています。今回の卒業生につい

ては、コロナで長い間、ストレスのかかる学校生活を送ってき

た中で実施するものですので、子どもたちの心に残る明るい話

題として、最終学年で開催されたサッカーワールドカップの題

材を小学校、中学校とも用いて、将来へのはなむけの言葉とし

て伝えたいと思いますが、いかがでしょうか。 
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（各委員同意） 

 

○教育長    それでは、小学校、中学校ともにサッカーワールドカップを

題材とします。ただ、題材は共通ですが、それぞれに切り口を

変える必要はあると考えています。３ページと４ページに二つ

の例を示していますが、この切り口について何かご意見などあ

りますか。 

○委員     前回、祝辞の原案が出され、丁寧に推敲された文章であり、

事務局の方が多くの時間を費やして作成されているのだと受け

止めました。ただ、内容が具体的に固まったものであり、それ

に率直に意見を述べることにためらいがあります。 

        そこで提案ですが、教育委員会という制度そのものはレイマ

ンコントロールという言葉に象徴されるように、教育行政を担

当している職員だけでなく、広く教育の専門家でない有識者の

意見を生かすものであり、ここには様々なキャリアを持つ方々

がいます。ですので、前回の資料のようにある程度完成した文

案を示すのではなく、事前に委員に意見を伺い、その意見を参

考に文案を作成するというのはいかがでしょうか。一度検討し

てもらえると嬉しいです。 

        それから、これは私見ですが、子どもたちは大人が考えるよ

りもずっと色々なことを考えていると思います。私は、以前に

１０年間ほど中学生に１時間くらいの講話を続けたことがあり

ますが、生徒たちは驚くほどよく受け止めてくれます。ですか

ら、サッカーや野球でも題材は構いませんので、現在我々が抱

えている課題について、祝辞の中にもっと率直に組み込んでも

よいのではないでしょうか。例えばアメリカの中間選挙で民主

党が善戦したとメディアでは取り上げており、その要因として

トランプ氏への危惧のほか、高校生を含む若い人たちが、自分

たちのこととして政治を考えようという動きがあったことが指

摘されています。 

        日本を見ますと、日本の民主主義を高齢者の民主主義と揶揄

する人もいるように、高齢者の選挙の投票率は非常に高い一方、

若い人たちの投票率は低い現状があります。中学校を卒業して

から２年も経つと、選挙権を持つ人も現れます。 

ですから、これからの日本の民主主義を形づくる世代に、目
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黒区や目黒区教育委員会として主権者教育や法教育について伝

えることが大事だと思います。これは一つの例に過ぎませんが、

特に中学校を卒業する子どもたちには、直球で現代の課題につ

いて述べてもよいのではないかと思いました。来年度以降の参

考にしていただけたら幸いです。 

○統括指導主事 来年度以降の本定例会における祝辞の検討のあり方について

は、スケジュールも含め、現在検討をしているところです。い

ただいたご意見も踏まえ、検討してまいります。 

○教育長    卒業式の祝辞については、これまでも小学生、中学生それぞ

れにふさわしいメッセージを発信してきたと思いますし、本年

度も発信していきたいと思います。 

        委員の皆様の意見は、これから先に向けての参考にさせてい

ただきます。 

        その他特になければ、来年１月１７日に、事務局から具体的

な文案が示される予定ですので、その文案について、委員の皆

様の意見をいただき、完成させていきたいと考えています。 

        では、以上でこの報告を受けたこととします。 

        次に日程第６を議題とします。 

 

（日程第６   区立学校等における新型コロナウイルス感染者の発生状況に

ついて（報告事項）） 

        

○学校運営課長 （資料により説明） 

○教育長    この件についてご質問等はありますか。 

        特にないようですのでこの報告を受けました。 

議事の都合により暫時休憩とします。 

 

（午前１１時１３分から午前１１時１４分まで 休憩） 

 

○教育長    休憩前に引き続き会議を開きます。 

        来年２月２８日開会予定の定例会については休会とします。 

 

資料配布  

・令和５年２月行事予定表 

 

〇教育長    その他なにかありますか。 
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特にないようですので、以上で本日の定例会を閉会します。 

        

 

（午前１１時１５分閉会） 


